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Statement Deletion Operatorを使用した
ミューテーション解析ツールの作成と適用効果の研究
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SDLミューテーション解析

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

ソフトウェアテストの評価手法が確立されていない。

網羅率：
カバレッジによる評価が一般的に使用されている
バグ検出能力：
実用化された手法がまだ存在しない

ミューテーション解析を適用してバグ検出能力を評
価する。

実用化の課題になっている時間がかかることをある
程度解決したStatement Deletion 
Operator(SDL)を使用したツールの作成。

テストスイートのバグ検出能力を評価するための手法。テスト対象のソースコードに機械的に変更す
ることでバグを埋め込み、埋め込んだバグをテストが検出できるかどうかを検証する。バグを埋め込ん
だコードのうち、バグを見つけられた割合をミューテーションスコアと呼ぶ。

ソースコードを機械的に変更して

ミュータントを生成する

変更するルールをミューテーションオペ
レーターと呼ぶ

ミューテーションオペレーター
により変更 ミュータント

既存のミューテーション解析の問題

全てのミュータントにテストを実行するため、時
間がかかりすぎる。バグ検出能力を減らさずに
解析時間を短縮したい。
つまり･･･
• 生成されるミュータントの数を減らしたい
• ミューテーションスコアは変えたくない

Statement Deletion(SDL)オペレー
ターを使用することでミュータント生成数を

80%削減し、ミューテーションスコアはあま
り変化しない

SDLと既存ツールの比較結果

スコアを極力減らさずに生成数を80%削減


